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、、

、一、

予
リ

l
ズ

刊
年
を
振
り
返
っ
て
⑪

「肱
川
と
水
泳
」

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
五
年
二
九

六
O
)
頃
、
喜
多
小
学
校
六
年
生
の

水
泳
訓
練
終
了
後
の
写
真
で
あ
る
。

当
時
、
ブ
ー
ル
は
な
く
て
、
水
泳

は
専
ら
肱
川
で
あ
っ
た
。
場
所
は
五

郎
橋
の
上
流
で
、
写
真
で
晃
ら
れ
る

よ
う
に
、
肱
川
は
満
々
と
水
が
溢
れ

格
好
の
水
泳
場
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
児
童
の
数
が
多
い
こ
と
に

気
伺
<
。
こ
の
頃
の
一
学
年
の
ク
ラ

ス
編
成
は
、松

・
竹
・
梅
・
桜

・藤
・桂

と
六
学
級
で
あ
り
、
合
わ
せ
る
と
約

二
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
い
た
。

水
と
緑
に
固
ま
れ
た
美
し
い
大
洲

の
自
然
は
、
の
び
の
び
と
子
供
を
は

ぐ
く
ん
で
き
た
。
ど
の
子
ど
も
の
顔

を
見
て
も
に
こ
に
こ
と
う
れ
し
そ
う

で
あ
る
。

今
で
は
、
ど
の
学
校
に
も
プ
ー
ル

が
で
き
、
ま
た
、
肱
川
の
活
れ
も
心
配

と
な
り
肱
川
と
親
し
む
子
ど
も
の
姿

は
あ
ま
り
見
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

現
在
、
「
大
洲
の
環
境
を
よ
く
す

る
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
た
り
、

水
質
検
査
、
下
水
道
工
事
、
堤
防
の

自
然
化
工
法
な
ど
、
昔
の
清
ら
か
な

流
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
る
。

(
写
真
・
文
提
供

一
窪
祥

一氏
)

市民のうごき

平成6年10月31日現在

(+ 1) 

(-10) 

39，330人

18，747人

口

男

人

今月の納税は

固定資産税

第 4期 (+11) 

240.99平方キロメートル

(+4) 

20，583人

13，595世帯

女

世帯数

面 積納期は12月26日です
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大
洲
市
の
将
来
に
つ
い
て
長
期
的
な
視
点
か
ら
『
地
域
活
性

化
の
た
め
に
今
、
何
が
で
き
る
か
。
何
を
な
す
べ
き
か
μ

を
問

い
か
け
、
『
魅
力
あ
る
街
』
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

セ
ミ
ナ
ー
が
、
十
月
十
一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
』
と
題
さ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
伊
予
銀

行
、
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
開
催

さ
れ
、
県
内
外
の
著
名
な
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
貴
重
な
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
名
純
知
法
寺
で
は
、
約
百
人
の
参

加
者
が
ま
ち
、
つ
く
り
に
対
す
る
熱
き
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

|
|
当
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
意

見
の
概
要
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
0

.

.

.

.

.
 
酢

〕

藤
田
こ
う
い

っ

・
明
謂
れ
胡
開
脱

た
会
を
お
寺
で
行

・・・園初
r-bκ
式
向
田

ぷ
組
閣
嘗
高
慢

-
開
船
艇
i
膨
噛
川

う
の
は
始
め
て
で

・
・
・
・
・
時
比

す
。
大
洲
市
は
、

そ
の
市
の
中
に
大
洲
藩
主
と
新
谷
藩

主
と
い
う
二
人
の
大
名
が
存
在
し
て

い
た
訳
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
町
は

全
国
で
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
城

下
町
と
い
う
こ
と
で
、
大
洲
は
県
内

で
も
イ
メ
ー
ジ
的
に
住
ん
で
み
た
い

町
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
町
を
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
魅
力
あ
る
拠
点
都
市
と
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
各
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
項
き

ま
す
。

井
関
大
洲
は
肱

川
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
水
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
土
地
は
、
松
山
市
に
次
い
で
二

番
目
の
広
さ
で
す
。
そ
し
て
優
秀
な

( 

人
材
が
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

雇
用
の
場
が
少
な
い
。
そ
れ
で
若
者

が
定
着
で
き
ず
に
都
会
へ
流
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。
今
、
行
政
は
農
山
村

地
帯
を
土
地
に
関
す
る
規
制
で
覆
い
、

土
地
の
有
効
利
用
を
で
き
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
企
業
が
何
か
を
始

め
よ
う
と
し
て
も
そ
の
制
約
を
受
け

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
大
洲
の
発

展
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
あ
た
り
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
だ
と
思

い
ま
す
。
発
想
の
転
換
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
四
国
縦

貫
自
動
車
道
は
私
達
の
身
近
な
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
松
山
か
ら

三
十
分
圏
内
に
な
っ
た
場
合
の
こ
と

を
今
の
う
ち
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
の

電
化
は
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

藤
田
逆
転
の
発
想
が
必
要
な
の
で

す
ね
。
大
洲
に
高
速
道
路
が
で
き
る

の
は
、
す
ぐ
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

松
山
の
通
勤
圏
に
な
っ
た
場
合
の
問

題
点
を
探
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で

す
。

太
田
南
予
出
身

の
学
生
に
聞
く
と
、

半
数
の
学
生
は
親

元
へ
帰
り
た
く
な

い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
に

地
元
を
誇
れ
る
も
の
が
無
い
の
が
原

因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
っ
て

も
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
い
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
後
継
ぎ
の

息
子
に
嫁
を
も
ら
お
う
と
し
て
も
、

自
分
の
娘
は
よ
そ
に
嫁
が
せ
た
い
と

思

っ
て

い
る
親
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
よ

う
で
す
ね
。
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

先
日
大
洲
の
下
見
を
し
よ
う
と
赤
煉

互
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ

た
の
は
、
こ
の
建
物
の
必
要
性
は
何

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
大
洲
は
こ
う

す
る
L

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。
大
洲
を
と
り
巻
く
町

村
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
ま
す
。

例

え
ば
、
内
子
や
五
十
崎
な
ど
。

藤
固
ま
ず
地
元
へ
の
愛
着
で
す
ね
。

親
と
子
の
聞
で
も
そ
う
で
オ
ね
。
商

業
者
が
「
商
業
は
駄
目
だ
。
駄
目
だ
叫

農
業
者
は
「
農
業
は
駄
目
だ
。
駄
目

だ
。
」
で
は
、
子
ど
も
が
い
い
と
思
う

は
ず
が
な
い
で
す
ね
。
自
分
自
身
に

あ
あ
し
た
い
、
こ
う
し
た
い
と
い

っ

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
石
川
大
洲
は
現

状
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
o

v
b

蚊

'

人
口
の
自
然
減
の

中
で
、
た
だ
道
を
つ
く
る
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
か
と
言
っ
て
、

ハ
コ
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
も
維
持
費
が

重
み
、
他
の
事
業
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
他
の
こ
と

で
高
速
道
路
を
生
か
す
事
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
洲
に
は
自

然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
は
た
ま
た
ま
開
発
で
き
な

か
っ
た
り
し
て
残
っ
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
こ
の

2 

自
然
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で

は
な
く
、
適
度
に
手
を
加
え
な
が
ら

守

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

藤
目
開
発
が
遅
れ
て
自
然
が
た

っ

ぷ
り
残
っ
て
い
た
。
気
が
付
く
と
一

周
遅
れ
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な

っ

て
い
た
。
こ
の
地
位
を
生
か
す
戦
略

が
こ
れ
か
ら
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

武
内
私
は
小
学

ι

校
の
四
年
間
大
洲

"
に
住
ん
で
ま
し
た
o

J

大
洲
へ
帰
っ
て
き

た
と
感
じ
る
風
景
は
、
東
大
洲
の
辺

り
か
ら
で
す
。
「あ
l
。
こ
の
沈
滞
ム

ー
ド
:::。
」
大
洲
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

と
聞
か
れ
た
ら
「
き
れ
い
な
川
が
流

れ
て
い
て
、
美
し
い
山
が
あ
っ
て
、

そ
し
て
今
で
も
わ
は
な
は
ん
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
、
時
が
ゆ
っ
く
り
流

れ
て
い
る
町
。
」
と
答
え
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
こ
れ
こ
そ
が
大
洲
の
良
さ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
目
節
夫
さ
ん
(
司
会
)
愛
媛
大
学

法
文
学
部
教
授
。
岡
山
県
生
ま
れ
。

愛
媛
大
学
卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
・

徳
島
大
学
を
経
て
昭
和
五
十
三
年
愛

媛
大
学
法
文
学
部
助
教
授
、
平
成
六

年
よ
り
現
職
で
活
躍
中
。
理
学
博
士
。

井
関
和
彦
さ
ん
(
パ
ネ
リ
ス
ト
)
伊

予
木
材
附
社
長
。
広
島
県
生
ま
れ
、

大
洲
市
在
住
。
慶
応
義
塾
大
学
卒
業
。

地
元
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
と
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富士山如法寺

大
洲
の
時
の
流
れ
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

藤
自

沈
滞
ム

l
ド
こ
そ
若
者
が
住

み
に
く
い
町
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

け
ど
、
時
の
流
れ
を
大
切
に
し
て
若

者
が
住
み
や
す
い
町
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
が
な
か
な
か
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
藤

木

皆

さ

ん
よ

う
こ
そ
如
法
寺
に

お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
寺

や
す
翁
き

は
、
大
洲
藩
二
代
藩
主
加
藤
泰
興
が
、

心
の
豊
か
さ
を
養
う
た
め
に
開
基
し

た
修
業
道
場
と
し
て
の
寺
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
大
洲
を
思
う
と
き
、
大
洲

人
の
気
質
に
加
え
て
、
大
洲
独
特
の

気
風
を
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
う
か

い
の
季
節
に
は
市
民
の
一
人
と
し
て

必
ず
船
に
乗

っ
て
や
ろ
う
と
い
う
意

気
込
み
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大

洲
の
気
質
を
持
っ
た
上
に
も
う
一

歩
進
ん
だ
心
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
お
寺
も

そ
う
で
す
が
、
社
会
性
と
時
代
性
を

さ
ら
に
加
工
し
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
自
分

(
大
洲
)
を
知
り
、
自

分
(
大
洲
)
に
素
直
に
な
っ
て
考
え

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤
目

人
間
の
心
と
い
う
方
面
か
ら

考
え
て
、
大
洲
の
住
民
も
、
ま
た
他

地
区
の
人
々
か
ら
も
魅
力
を
感
じ
ら

れ
る
大
洲
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

|
|
「
全
国
お
城
ク
イ
ズ
」
を
は
さ

み
、
参
加
者
を
交
え
て
の
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

-
都
市
聞
の
役
割
分
担
を
、

ー
ド
面
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
全

て
の
自
治
体
に
大
き
な
文
化
ホ
l
ル

は
不
要
。

-
大
洲
地
域
の
自
治
体
が
テ
ー
マ
性

を
も
っ
て
連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

-
市
全
体
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

-
地
域
全
体
を
考
え
る
シ
ナ
リ
オ
ラ

イ
タ
ー
が
必
要
。
民
間
の

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
は
不
可
。

-
日
本
人
は
都
市
大
好
き
人
間
。
松

山
の
商
業
圏
に
入
っ
た
と
し
て
も
大

洲
独
自
の
都
市
機
能
を
創
る
必
要
有
0

・
農
業
は
自
分
の
金
で
行

っ
て
い
く

べ
き
。
行
政
や
農
協
に
依
頼
し
て
い

て
は
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
同
じ
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
農
家
の
ラ

イ
バ
ル
は
、
輸
入
品
で
は
な
く
隣
の

農
家
。

-

「大
洲
は
駄
目
だ
、
駄
目
だ
。
」を

や
め
ま
し
ょ
う
。
二
十
世
紀
は
地
方

が
都
会
を
う
ら
や
ん
だ
時
代
だ
っ
た

が
、
二
十

一
世
紀
は
都
会
が
地
方
を

う
ら
や
む
時
代
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
ハ..，# 

如法寺は、冨士山の中腹に
やすおき

あり、大洲2代藩主加藤泰興

が1669年(寛文9年)に盤珪

禅師を開山として建立した臨

済宗妙心寺派に属する寺院で

ある。

境内敷地は l万平方メート

ルあり、建物は禅堂を兼ねた

仏殿、方丈、庫裏、経堂、宝

蔵、鐘楼などを有する。また

境内には、大洲歴代藩主の
やす". 

うち、 2代加藤泰興をはじめ
やすつね やすをrね キす

3代泰恒、 4代泰統、 5代泰

温、 7代泰武、 9代泰候、 12

代若許止の墓所がある。

参道や境内には青松古杉が

生い茂り、閑静な雰囲気を漂

わせている。庭園は、早春の

ツバキ、春のツツジ、夏のス

イレ ン、秋のカエデ、冬の雪

景色と四季それぞれに風情が

ある。

〔文化財〕重要文化財:仏殿

/愛媛県指定文化財:木造地

蔵菩薩立像、絹本著色釈迦三

尊及び十六羅漢図、ツバキ/

大洲市指定文化財:大計|藩主

加藤家墓所ほか多数あり。

し
て
活
躍
中
。
次
代
を
担
う
人
々
の

異
業
種
交
流
会
、
勉
強
会
な
ど
を
指

導
す
る
な
ど
、
地
元
の
活
性
化
・
発

展
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

太
田
さ
ち
さ
ん

(
パ
ネ
リ
ス
ト
)
松

山
東
雲
短
期
大
学
講
師
。
奈
良
女
子

大
学
大
学
院
修
了
。
尚
桐
短
期
大
学

(
熊
本
)
講
師
を
経
て
、
平
成
元
年

か
ら
現
職
。
専
門
は
住
居
学。

平
成

五
年
十
月
か
ら
六
年
三
月
ま
で
、
愛

媛
新
聞
学
芸
欄
「
四
季
録
」
を
執
筆
。

石
川
雄
章
さ
ん

(
パ
ネ
リ
ス
ト
)
高

知
県
政
策
総
合
研
究
所
研
究
副
部
長
。

愛
知
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業
。

昭
和
六
十
年
建
設
省
入
省
、
平
成
三

年
四
国
地
方
建
設
局
松
山
工
事
事
務

所
調
査
課
長
。
平
成
四
年
同
局
道
路

計
画
第

一
課
長
。
平
成
六
年
か
ら
現

叫
叫
。
武
内
陶
子
さ
ん

(
パ
ネ
リ
ス
ト
)
N

H
K
大
阪
放
送
局
勤
務
。
岡
山
県
生

ま
れ
、
愛
媛
育
ち
。
神
戸
女
学
院
大

学
卒
業
。
在
学
中
、
昭
和
六
十
三
年

か
ら
平
成
二
年
ま
で
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
に

留
学
。
平
成
三
年

N
H
K
に
入
局
。

松
山
放
送
局
で
活
躍
。
平
成
六
年
か

ら
大
阪
放
送
局
に
勤
務
。

藤
木
琢
磨
さ
ん

(パ、不
リ
ス
ト
)
大

洲
市
生
ま
れ
。
花
園
大
学
卒
業
後
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
五
十
六
年
ま
で

京
都
相
国
寺
専
門
道
場
で
修
業
し、

そ
の
後
如
法
寺
住
職
に
就
任
。
ユ

ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
演
に
は
定
評
が
あ

り
、
青
少
年
教
育
活
動
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。

3 



十
月
十
日
、
平
成
六
年
度
大
洲
市
民
運
動
会
が
、

野
の
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
薄
曇
り
の

中
で
始
ま

っ
た
こ
の
日
の
運
動
会
で
は
、
各
地
区
選
手

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
時
頃
か

ら
降
り
は
じ
め
た
雨
が
正
午
に
は
本
降
り
と
な
り
、
史

上
初
め
て
の
途
中
中
止
と
な
り
ま
し
た。

た

が

止

っ

た

中

ま

し

に

。

始

で

分

た

中

会

叩

し

の

動

時

ま

り

運

1
り

曇

民

後

な

薄

市

午

と

平

平
成
六
年
度
の
市
民
運
動
会
は
、

平
野
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
で

始
ま
り
ま
し
た
。
十
四
チ
l
ム
の
選

手
団
は、

降
水
確
率
七

O
%と
い
う

天
気
予
報
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
堂

々
の
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
優
秀
な
応
援
を
し
た

三
チ

l
ム
に
は
特
別
賞
が
用
意
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
行
進
の
中
に
神
楽
の

だ
い
ほ
人

大
番
や
牛
鬼
が
登
場
し
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

最
初
の
対
抗
種
目
、
ポ
テ
ト
レ
ー

ス
の
予
選
が
始
ま
っ
た
午
前
十
時
頃
、

わ
ず
か
な
雨
粒
が
陸
上
競
技
場
に
落

ち
は
じ
め
ま
し
た
。
大
会
役
員
の
不

安
を
よ
そ
に
、
白
熱
し
た
競
技
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
正
午
を
過

ぎ
る
頃
、
雨
脚
は
早
く
な
り
、
玉
入

れ
決
勝
を
迎
え
ま
し
た
。
カ
ゴ
を
目

掛
け
て
玉
を
投
げ
入
れ
る
選
手
の
目

の
中
に
、
雨
が
入
り
込
み
、
大
変
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
も
、
役

員
も
ず
ぶ
ぬ
れ
と
な
り
、
も
は
や
競

技
続
行
は
不
可
能
。
午
後
一
時
十
分
、

今
年
の
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
の
は
、

予
備
日
ま
で
雨
が
降
っ
た
昭
和
五
十

四
年
以
来
の
こ
と
で
す
。
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年度別成績表

51 52 53 54 55 56 5ワ 58 59 60 61 62 63 元年 2 4 5 6 

優勝 肱北 新谷 新谷 柳沢 柳沢 新谷 柳沢 柳沢 柳沢 柳沢 柳沢 八多喜 柳沢 柳沢 八多喜 柳沢 柳沢

準優勝 肱南 八多喜 八多喜 新谷 新谷 八多喜 新谷 新谷 菅田 新谷 八多喜 新谷 八多喜 新谷 肱南 新谷 菅田

第3位 新谷 肱南 肱南 八多喜 八多喜 柳沢 八多喜 三善 新谷 三善 三善 柳沢 三善 菅田 三善 三善 三善

4位 菅田 菅田 菅田 肱南 南久米 菅田 平野 肱北B平野 八多喜 平野 三善 肱南 平野 菅田 平野 新谷 雨

5位 八多喜 肱北 平野 雨 南久米 平野 肱南 上須戒 南久米 八多喜 上須戒 新谷 肱北A新谷 肱南 柳沢 ij1i;:JtA 平

6位 平野 大川 大川 菅田 肱南 南久米 三善 菅田 三善 菅田 菅田 平野 上須戒 三善 南久米 肱南 八多喜 よ

7位 大川 南久米 上須戒 よ 平野 上須戒 平野 肱南 上須戒 上須戒 平野 肱北B菅田 菅田 八多喜 新谷 久米 南久米 り

B位 柳沢 平野 南久米 り 肱北B大川 上須戒 南久米 平野 肱南 肱北A南久米 肱南 南久米 南久米 肱北A菅田 平野 途

9位 三善 柳沢 肱北A 中 三善 菅田 三善 菅田 肱北A南久米 肱南 肱北A上須戒 平野 肱北A久米 上須戒 久米 中

10位 上須戒 三善 肱北B 止 上須戒 三善 肱北A大川 大川 肱北B南久米 上須戒 南久米 ij1i;:JヒA上須戒 平野 八多喜 上須戒 中

11位 南久米 上須戒 三善 ij1i;:JtA 肱北B大川 ij1i;:JtB 肱南 肱北A大川 大川 大川i大川 肱北B上須戒 肱北B肱南 止

12位 柳沢 大川 肱北A肱北B肱北A八多喜 大川 肱北B肱南 肱北B肱北B大川 肱北B大川 肱北B

13位 久米 大川 南久米 肱北A

14位 平 大川

努力賞 菅田 平野 肱北B八多喜 三善 平野 肱北A肱南 平野 三善 平野 平自五北B

A

一
A大洲市民運動



企今年から優秀な応援をした3チームに特別賞が設けられユニークな応援が行われました 企

誌童文
砂

バトンを落さずガンバレ

一年生 q

‘あわててボールを
落さないで

h
p
ポ
テ
ト
レ
ー
ス
は
足
腰
を

使
い
ま
す
。

二
人
三
捌
で
縄
跳
ひ、

風
船
が
割
れ
V

ず
に
い
つ
ま
で
も
抱
き
合
っ
て
い
る

の
は
ダ
レ
0
・

...ウッノナイスキャッチ

d
Z白
取
っ
た
き
ね
づ
か
で
ガ
ン
バ
レ

炭坑節に応援団長も飛び入り出演

砂

...rこれでいいかなァ?Iそれがいいよ。」

v綱が切れそう…...V力ゴに入るのは玉?雨?
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通安全県民運動
1月10日)

年
末
年
始
は
、
帰
省
や
初
詣
な
ど
の
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
、
交
通
事
故
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
と
交
通
マ
ナ

l
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

(12月21日~

キレブ
1
1
め

月
山
川
、
円
心
掛

md-

N
M品
市
引い一-

淀川
蜘状
況

始
、必
恥品川

年

や

末

は
年

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
高
齢
者

の
関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
県
民
総
ぐ
る
み
で
高

齢
者
に
優
し
い
交
通
安
全
活
動
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
徐
行
す

る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

に
努
め
る
。

・
薄
暮
時
は
、

灯
す
る
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

-
高
齢
者
は
、
ゆ
と
り
を

も

っ
て
運
転
す
る
。

-
夜
間
に
外
出
す
る
と
き

は
、
明
る
い
服
装
や
反

射
材
の
着
用
に
努
め
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
の
徹
底

県
内
の
シ

l
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
率
は
、
全
国
で
も

低
く
、
交
通
死
亡
事
故
を

み
て
も
着
用
者
が
極
め
て

低
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効

果
を
認
識
し
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
着
用
の
徹
底
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

-
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

正
し
い
着
用
を
習
慣
づ
け
る
。

・
同
乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
を
徹
底
す
る
。

-
幼
児
、
学
童
を
乗
車
さ
せ
る
場
合

は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
の
使
用

を
励
行
す
る
。

無
謀
・
暴
走
運
転
の
追
放

若
者
に
よ
る
速
度
の
出
し
過
ぎ
や

無
理
な
追
越
し
な
ど
に
よ
る
死
亡
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
例
年
、

年
末
年
始
に
か
け
て
無
謀
・
暴
走
運

転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

-
暴
走
運
転
や
飲
酒
運
転
の
反
社
会

性
を
自
覚
し
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を

実
践
す
る
。

二
女
全
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ド
ラ
イ
ブ

計
画
を
立
て
、
余
裕
あ
る
ド
ラ
イ

ブ
に
努
め
る
。

-
睡
眠
を
十
分
と
る
な
ど
健
康
管
理

に
努
め
る
。

-
無
謀
・
暴
走
運
転
や
飲
酒
運
転
の

危
険
性
や
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
な

ど
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
家
庭
の

中
で
話
し
合
う
。

-
飲
酒
運
転
や
夜
間
の
暴
走
運
転
の

追
放
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
。

6 

安

年寄
末暮
伍。

始k
?面
支心
防火

止自
，む

年
末
年
始
は
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
特
に
年
末
は
慌
た
だ
し
く
、
つ
い
火
の
元
点

検
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
火
の
取
り
扱
い

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-
』
キ
品
、た

き

火

-
風
の
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
い
て

い
る
と
き
は
し
な
い
。

-
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
場
所
を
選
ぶ
。

-
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
0

.
た
き
火
を
し
て
い
る
場
所
を
離
れ

:、
4

O

J

山。し

-
水
な
ど
を
準
備
し
て
、
消
火
を
完

全
に
す
る
。

放
火
・
放
火
の
疑
い

-
家
の
ま
わ
り
の
燃
え
や
す
い
物
は

片
付
け
て
お
く
。

・
物
置
き
、
空
家
な
ど
の
夜
間
無
人

と
な
る
建
物
に
は
か
ぎ
を
か
け
る
。

石
油
ス
ト
ー
ブ

-
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ

ン
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
の
近
く
で
使
用
し
な
い
0

.
火
を
付
け
た
ま
ま
の
給
油
や
持
ち

運
び
は
し
な
い
。

-
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
を
間
違
え
な
い
。

た

ば

c_ 

-
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

・
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

-
灰
皿
の
あ
る
所
で
吸
う
。
ま
た
、

灰
皿
の
中
に
は
水
を
入
れ
て
お
く
。

火
災
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
事
を
防
ぐ

の
は
、
あ
な
た
自
身
で
す
。
火
災
予

防
は
、
火
の
用
心
が

一
番
で
す
。

※
火
災
防
止
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
洲
消
防
署

宮
⑪
2
6
6
5
ま
で
。

第
二
四
六
回

臨
時
市
議
会

十
月
二
十
六
日
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
聞
か
れ
、
次
の
二
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

V
平
成
六
年
度
大
洲
市
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算

V
喜
多
小
学
校
プ

l
ル
建
設
及
び
浄

化
槽
設
置
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て



大
洲
市
役
所
で
は
、
年
末
年
始
の

業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

年
末
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

市

役

所

本

庁

ロ
月
刊
ω
日
制

仕
事
納
め
(
一
般
の

業
務
は
正
午
ま
で
)

ロ
月
刊
ω
日
同
-

1
月
3
日
伏
-

1
月
4
日
附
仕
事
始
め

(
一
般
の

業
務
は
正
午
ま
で
)

休

み

ま

す

市

民

課

次
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
証

明
の
発
行
事
務
の
み
行
い
ま
す
。

ロ
月
刊
ω
日

附

午

後

ロ
月

m日
制

}
8
時
加
分
か
ら

ロ
月
初
日
樹
二
山
時
却
分
ま
で

1
月
4
日

附

午

後

連
絡
所
で
の
住
民
票
な
ど
の
発
行

業
務
は
、
ロ
月
幻
日
で
打
ち
切
り
、

1
月
5
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

※
な
お
、
閉
庁
期
間
中
、
出
生
・
死

亡
な
ど
の
届
出
は
、
宿
日
直
者
が
受

け
付
け
ま
す
。
急
用
が
で
き
た
と
き

も
、
宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
用
件
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

宿
日
直
者
で
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
立
大
洲
病
院
(
宮
⑮
2
1
5
1
)

ロ
月
お
日
附

ロ
月
mu
日
附

-

~

一

休

診

し

ま

す

1
月
1
日
但
}

1
月
2
日
間

一
救
急
患
者
の
み
診
療

1
月
3
日
例

一
し
ま
す
。

1
月
4
日
附
診
療
し
ま
す
。

診
療
し
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
・
し
原
く
み
取
り

1 1 1 12_喝
月月 月月燃
4 3 - 1 31え
日日 日日る
(水)伏) (日)仕)ゴ
ーー.，-ま ミ
休での
み収収
ま集集
し}

すま
す

収
集
し
ま
す
。

{
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
}

1
月
2
日
側
、

3
日

ω
休
み
ま
す

2
日
間
の
分
は
、

1
月
9
日
間
に
、

3
日

ωの
分
は
、

1
月
刊
日

ωに
収

集
し
ま
す
。

※
休
み
の
聞
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

{し
尿
の
く
み
取
り
}

ロ
月
却
日
附
-

~

}

休

み

ま

す

1
月
4
日
休
}

※
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
は
、
ロ
月
9
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

図

書

館
(
宮
⑮
4
4
1
9
)

1 12 
月月
5 - 28 
日日
(木) (水)

休

み

ま

す

博

物

館
(
宮
⑪
4
1
0
7
)

1 12 
月月
5 - 29 
日日
休) (材

休

み

ま

す

水
道
の
給
水
管
は
皆
さ
ん
に

管
理
義
務
が
あ
り
ま
す

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
洲
市
で
は
皆
さ
ん
の
家
庭
に
飲

料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
道
路
に
配

水
管
を
布
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
配

水
管
か
ら
分
岐
し
、
各
家
庭
に
引
き

込
ま
れ
て
い
る
給
水
管
は
、
受
益
者

で
あ
る
皆
さ
ん
の
所
有
物
と
な
り
ま

す
。
(
図
1
)

ま
た
、
配
水
管
が
宅
地
の
前
に
布

設
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
近
く
の
配

水
管
か
ら
道
路
を
経
由
し
て
給
水
管

を
引
い
て
い
る
場
合
で
、
途
中
で
他

の
給
水
管
が
分
岐
し
て
い
て
、
配
水

管
の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
て
も
、

こ
の
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
部
分

を
含
め
て
給
水
装
置
と
な
り
受
益
者

で
あ
る
皆
さ
ん
に
管
理
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
図
2
)

た
だ
し
、
公
道
内
の
給
水
管
に
つ

い
て
は
、
市
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
市
が
管
理

を
し
て
い
ま
す
が
、
私
道
内
や
宅
地

内
の
給
水
管
は
、
受
益
者
で
あ
る
皆

さ
ん
の
所
有
物
と
し
て
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
管
の
破
損
に
よ
り

水
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
外
側
で
あ
っ
て
も
私
道
や
宅

地
内
な
ど
公
道
以
外
は
給
水
を
受
け

て
い
る
皆
さ
ん
に
修
繕
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
給
水
装
置

の
修
播
を
怠
り
漏
水
を
放
置
し
た
場

合
は
、
給
水
の
停
止
や
損
害
を
賠
償

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
水
道
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
3
7
5
3

〈図1)

道

路
(
公
道
)

〈図 2)

配水管(市管理部分)

=給水装置 (加入者管理部分)
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HIV感染者

WHO推計

(単位千人)

前世界のHI V(工イスごウイルス)
感染者(平成4年12月末現在)

$ 

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福

す
る
た
め
に
、
一
月
十
五
日
に
記
念

の
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
対

象
者
に
は
、
十

一
月
三
十
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
を
基
に
、
十
二
月
初

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
も
し
、

も
れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

W
H
O
は、

一
九
八
八
年
に
世
界

的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
撲
滅
を
目
的

と
し
て
十
二
月

一
日
を
「
世
界
エ
イ

ズ
デ
l
」
と
定
め
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
啓
発
活
動
の
実
施
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。我
が
国
で
は
、
本
年
六
月
現
在
で

患
者
三
百
十
四
人
、
感
染
者
千
三
百

三
人
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
最
近
患

者
の
急
増
と
と
も
に
感
染
の
全
国
的

な
広
が
り
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
感
染
経
路
に
つ
い
て
も
異
性
聞

の
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
が
主
流
と

な
り
、
エ
イ
ズ
は
、
感
染
予
防
の
行

動
を
と
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か
か
り

う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
十
二
月

一
日
か
ら
一

週
間
を

「
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
と
し
、

エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
患

者
に
対
す
る
社
会
の
差
別
を
な
く
す

る
た
め
、
各
種
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
大
洲
保
健
所
で
も

「
エ
イ
ズ

予
防
週
間
」
に
関
係
な
く
エ
イ
ズ
に

ωる
静
ゆ

O
V切
附
舟
砂
伊
沿

F
V附

O
V切

Qb
ゆ

V
V
刷。ω

b 
O 

成
人
式
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
出
し
て
い
る
人
で
市
内

に
本
籍
が
あ
り
、
家
族
が
市
内
に
住

ん
で
い
る
場
合
、
希
望
が
あ
れ
ば
当

市
の
成
人
式
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
寄
り
の
公
民
館
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

{
成
人
式
日
時】

平
成
七
年

一
月
十
五
日
制

関
し
て
年
中
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、

血
液
検
査
も
原
則
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
講
演

会
へ
の
講
師
の
派
遣
な
ど
も
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。大
洲
保
健
所

宮

(ω
3
1
6
5

愛媛県下のエイズ予防週間行事計画

1T 事 開 催日 場 所 備 考

夜間血液検査受付 12月1日 大洲保健所 午後5時~8時

夜間電話相談受付 12月 1 日 ~7日 大洲保健所 午後5時~8時

街頭キャンぺーン 11月中旬 松山市ほか

工イズ予防シンポジウム 11月16日 松 山市

2χshot-otvmhv制

午
後

一
時
か
ら

{
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

{
対
象
者
}

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

(
転
出
者
で
市
内
に
本
籍
が
あ
り
家

族
が
市
内
に
在
住
し
て
い
れ
ば
、
申

し
込
み
に
よ
り
出
席
可
能
)

{お
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
8
9
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「国
際
家
族
年
と

同
和
教
育
」

(7) 

H

ど
ん
な
子
供
に
育
て
る
か
H

か

て
い

&

い

こ

ど

も

(

そ

の

一

ろ

ゆ

家
庭
内
で
、
子
供
に
と

っ
て
不
愉

快
な
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
き
ょ
う
だ

い
の
取
り
扱
い
上
の
差
別
が
あ
り
ま

す
。親
と
し
て
は
別
に
意
識
し
て
い
な

ふ

ょ

う

い

で

ひ

と

こ

と

い
の
で
す
が
、
不
用
意
に
出
る
一
言

が
、
子
燃
を
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
け
て
い

る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
家
庭
内
で
よ
く
聞
か

れ
る
こ
と
ば
に

あ
に
「
兄
の
く
せ
に

j

i
---」

「
兄
ら
し
く
も
な
い
」

ゐ
と
う
と
た
い

ま
た
、
弟
に
対
し
て
、

ぺ
ん
き
A
A
，

「
兄
ち
ゃ
ん
は
勉
強
が
で
き
る
の

に
、
あ
ん
た
は
:
:
:
:
・L

「
兄
ち
ゃ
ん
は
、
そ
ん
な
子
で
は

な
か

っ
た
の
に
、
あ
ん
た
は
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
子
供
の
個
性
や
、
そ
の
時
の

し
ん
じ
A

う

叫
情
ほ
化
は
考
え
な
い
で
、
た
だ
一

時
の
感
情
の
お
も
む
く
ま
ま
に
一
言

っ

て
し
ま
う
不
用
意
な
こ
と
ば
が
、

知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
子
供
を
う

つ

よ

れ

勺
と
う

泌
ぼ
れ
の
強
い
子
に
し
た
り
、
劣
等

感
の
強
い
子
に
し
た
り
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。あい
て

き

も

や
が
て
そ
れ
が
、
相
手
の
気
持
ち

へ

ん

け

ん

ニ

こ

ろ

な
ど
は
考
え
な
い
、
調
見
の
心
を
も

っ
た
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
の

で
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
日
常
の
親
の

8 

No.194 

人
権
と
同
和
教
育

た
い

ど

態
度
が
、
次
吃
み
く
び
り
、
人
を
差

別
し
て
も
平
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
な

そ
だ

子
供
を
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
と
し
て
よ
く
考
え
た
い
も
の
で
す
。

か
u
fぜ

こ
の
こ
と
は
、
き
ょ
う
だ
い
に
限

ゅ

う

一

じ

ん

き

ん

り

ん

ら
ず
、
友
人
や
近
隣
の
人
々
に
対
す

る
親
の
言
動
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ

と
で
す
。

「
お
ま
え
も
勉
強
し
な
い
と

0
0

君
の
よ
う
に

O
O高
校
に
し
か
行
け

ま
せ
ん
よ
。
」

「し

っ
か
り
し
な
い
と
、

0
0君

の
よ
う
に
、
あ
ん
な
職
業
に
し
か
つ

け
ま
せ
ん
よ
。
」

こ
れ
は
、
わ
が
子
へ
の
励
ま
し
の

こ
と
ば
で
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実
は
、

し

ん

が

〈

が

勺

ニ
う

こ
の
こ
と
ば
は
、
進
学
す
る
学
校
や

が
く
れ
き

学
歴
、
職
業
に
よ

っ
て
人
の
ね
う
ち

べ
つ
カ
ん

を
き
め
た
り
す
る
差
別
感
を
育
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
刊
初
子
供
を
よ
く
見

つ
め
、
個
性
を
尊
重
し
、
子
供
と
と

た
い
せ
つ

も
に
考
え
て
い
く
態
度
が
大
切
で
す
。

カ

ぞ

〈

た

ち

f

ま
た
、
家
族
み
ん
な
が
、
そ
の
立

は

み

と

あ

じ
O
A

し
ん

場
を
認
め
合
い
、
親
は
、
純
真
な
子

供
た
ち
を
差
別
的
に
取
り
扱
わ
な
い

よ
う
に
心
が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
供
と
と
も
に
埠
び
、
と
出
に
清

つ
と
い
う
親
の
姿
勢
か
ら
人
権
感
覚

ゆ
た

の
豊
か
な
子
供
が
育

っ
て
い
く
の
で

す
。
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10月18日(火}砂
愛媛県まちづ<'-/総合

セシQーと大洲市leJ:i夢
.創造 ・未来 ・魅力あ

~i5\~さとづくりを求

めで」と題じで、~ち

づくり草の根文化講演

会き行いました。講師

の橋本典明ざんげ、「日

本大正村」設立の話き

熱〈語りました。

市制施行40周年記念事業‘10月23日(金)i銀メ弓リスト君原と走3う」と題
して行われた今年の市民健康マラVン大会1eJ:、メ
キうコオリンピ、νつで銀メqんをとつだ君原健こ
さんn参加。午後h'iう1eJ:講演会ちありまレだ。
~10月 15 日 (土) 簡易保険加入者協会の協力さ得で
記念講演会n開介れまレた。講師のマ、νハ文朱さ
んが健康法!己ついでユーモ?だっぷりに話レまじ
た。

9月27日(刈肱北河原で「う 惨
め感謝祭Jn行われました。約4
ヶ月聞のうh'いうーズシ121日レ
h'休みの怠h'つだ“う"玄関係者n
ねぎらいましだ。

‘9月30日(剣上須戒の観光イモ
園nオープンしまレだ。今年のイ
モ1eJ:大きぐで甘味ぞう十分、とでそラ
a9いレくできました。上須戒保育

所の園児ち大きちザVマイモi之子

ヤレンヲしましだ。

10月18日伏)高齢者交通安全教砂
室 (肱北・喜多地区)n開催され

示レだ。高齢者の交通事故n増加
す~Ïð介、夜間の歩行nどんÏð lこ

危険怠ちのh'体験レで老らおうと

いうtので、夜間反射材の着用n
効果的でじだ。

‘10月26日(水)市公園等施設管理
推進協議会の皆さんn、緑地公園
の花壇l己草花き植樹レ~レだ。

~ 10月 4 日伏)
大洲北中学校生徒約580
入門、大洲まつりを前

l己市街地き清掃レまレ
だ。a9まつり村会場と
怠3緑地公園で::c、先
生や生徒n空11ンや紙
ワズちどを拾っでいま



E-心
身
障
害
児
通
園
事
業
施
設

E
-
-
E
「大
洲
愛
育
ホ
ー
ム
」
開
園

大
洲
市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
国
庫
補
助
事
業
の

「心
身
障
害
児
通
園
事
業
施
設

(大

洲

愛

育

ホ

ム
)」
を
開
園
し
ま
し
た
。

大
洲
愛
育
ホ

l
ム
で
は
、
在
宅
の
心

身
発
達
の
気
に
な
る
・
お
子
さ
ん
や
そ
の

保
護
者
に
対
し
て
、
継
続
的
に
適
切
な

療
育
指
導
と
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し
、

効
果
的
な
療
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
}
大
洲
市
大
洲
七

O
九
|
一

(
大
洲
保
育
所
横
)

{
指
導
内
容】

・
日
常
訓
練
指
導
(
毎
日
)

-
集
団
療
育
指
導
(
月
一
回
)

-
愛
媛
整
肢
療
護
園
の
医
師
な
ど
に

よ
る
療
育
指
導
な
ど

{
年
間
行
事
】
圏
外
プ

l
ル
遊
び
、
遠

足
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
誕
生
会
な
ど

【
利
用
料
}
無
料

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
、
申

し
込
み
は
、
大
洲
愛
育
ホ

l
ム

告
⑫
2
3
4
7
ま
で

ゆ
ゆ
前
向
ぷ
吹
V
O伊
的
h
v
o
v
v別
的
ゐ
前
払
X
O
Oゆ
向
前
払
史
ゆ
伊
前
向
お
vam

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
月
三
十
一
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

新

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

小

山

菅

子

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

山

口

昭

夫

金
一
封
(
二
一善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

西

本

武

志

金

一
封
(
肱
北
地
区
社
協

・
市
社
協

へ

)

常

磐

町

吉

岡

昇

平

h 

l二1

阿
部

N
H
K放
送
開
始
七
十
周
年
記
念

「
四
国
の
自
然
・
文
化
遺
産
」
募
集

良

四
国
各
地
に
は
、
二
十
一
世
紀
に
継

承
す
べ
き
貴
重
な
自
然
や
文
化
遺
産
が

切
ぬ
品
Y
砂
伊
防
白
ぷ
vψ
ゆ
向
前
政
Y
ゆ
伊
的
h
J1
ψ
ゆ
印
品
ゐ
V
O伊
的
伽
w
O切
ゆ

ω品
ゐ
V
O伊
ゆ

ω品
向
ぷ
h
r
o
oゆ
印
品

金

一
封
(
平
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

徳

森

熊

田

清

重

金
一
封
(
各
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た

善
意
の
募
金
箱
に
よ
せ
ら
れ
た
寄
付
金

を
平
地
区
社
協
へ

)

市

木

大
洲

中
央
自
動
車
整
備
業
者
会
(
代
表
者
)

冨
永

幸
雄

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
-色
S

T
川
川
川
川
悦
州
制
刷
出

ι

数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
国
の

N

H
K
各
局
で
は
、
放
送
開
始
七
十
周
年

を
記
念
し
て
、
四
国
の
各
県
民
が
選
ぶ

「四
国
の
自
然
・
文
化
遺
産
」
を
実
施

し
、
映
像
祭
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

各
地
で
写
真
展
を
開
き
ま
す
。

あ
な
た
の
推
薦
す
る
「
残
し
た
い
自

然
」
(
海
や
山
や
川
)
「
残
し
た
い
文
化
遺

産
」
(
建
造
物
や
街
並
み
な
ど
)
の
具
体

的
な
地
名
や
名
前
を
は
が
き
に
書
い
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
を
も
と
に
、

「
自
然
」
「
文
化
遺
産
」
と
も
に
各
県
そ

れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
叩
を
決
め
、

十
二
月

下
旬
に
発
表
し
ま
す
。
投
票
し
て
い
た

だ
い
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
五
百
人
に

記
念
品
を
・
お
送
り
し
ま
す
。

{
締
め
切
り
}

ロ
月
日
日
附
必
着

{
応
募
要
領
】
は
が
き
に
、
推
薦
す

る
地
名
・
住
所

・
氏
名
・
年
令
・
職
業

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

干
7
9
0

1
7
6

松
山
市
堀
之
内
五

N
H
K

松
山
放
送
局
「
四
国
の
自
然
・
文
化
遺

産
」
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
(電

話
番
号
0
8
9
9
⑪
1
1
1
1
)

図書館

新
刊
図
書
案
内

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

西

垣

通

著

人
生
を
励
ま
す

一
O
O冊
谷
沢
永

一
著

ク
シ
ユ
ラ
の
奇
跡

D
・
パ
ト
ラ

l
著

四
国
歩
き
遍
路
の
記
喜
久
本
朝
正
著

般
若
心
経

堀

田

和

成

著

生

き

方

の

極

意

船

井

幸

雄

著

人
間
的
資

産

と

は

何

か

池

明

観

著

縄
文
文
化
の
研
究
1

加
藤
普
平
他
編

逆

説

の

日

本

史

井

沢

元

彦

著

元

親

記

泉

淳

著

日
本
洋
学
人
名
事
典
武
内
博
編
著

毛

沢

東

と

郡

小

平

渡

辺

利

夫
他
著

海

道

を

往

く

河

村
盛
明
著

中
国
鉄
道
大
旅
行

P
・
セ
ロ

l
著

あ
る
日
突
然
犯
人
に
薦
田
伸
夫
著

政

治

家

の

正

体

田

村

元

著

台
湾
支
配
と
日
本
人
又
吉
盛
清
著

わ
が
子
を
ど
う
守
る
か
石
川
憲
彦
他
著

人
間
と
教
育
の
根
源
を
問
う
村
井
実
著

民
族
の
時
代

山
内
昌
之
著

大

結

婚

。

清

水

ち

な

み

監

修

大

学

の

罪

と

罰

桜

井

邦

朋

著

プ

ラ

ズ

マ

の

科

学

河

辺

隆

也

著

恐

竜

学

の

す

す

め

金

子

隆

一
著

イ
ル
カ
と
話
す
日
J

・
C
-
リ
リ

l
著

野
鳥
の
キ
ュ

l
ソ

ク

岩

本

久

則

著

医
者
か
ら
も
ら

っ
た
薬
が
わ
か
る
本

木

村

繁

著

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
事
秘
伝赤
木
春
富
山
著

自
分
で
つ
く
ろ
う
健
康
茶
大
海
淳
著

香

り

と

暮

ら

し

亀

岡

弘

他

編

日

本

農

業

の

ゆ

く

え

梶

井

功

著

微
生
物
の
農
業
利
用
と
環
境
保
全

比
嘉
照
夫
著

さ
ら
ば
わ
が
青
春
の
少
年
ジ
ャ
ン
プ

西
村
繁
男
著

10 

誰
が
映
画
を
畏
れ
て
い
る
か

蓬
賓
重
彦
・
他
著

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
古
具
実
ジ

l
コ
ザ
者

相

撲

の

歴

史

新

田

一
郎
著

長
谷
川
恒
男
虚
空
の
登
挙
者
佐
瀬
稔
著

愛

を

み

つ

け

た

宮

川
大
助
花
子
著

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
物
語
大
柴
正
己
著

音
楽
は
嫌
い
歌
が
好
き
玉
木
正
之
著

カ
タ
カ
ナ
語
辞
典

三
省
堂
一
編
修
所
編

日
本
文
学
の
歴
史
3

D

・
キ
l
ン
著

永

遠

の

子

供

立

松

和

平

著

平
成
狸

合

戦

ぽ

ん

ぽ

こ

高

畑

勲

著

茶

色

の

戦

争

笠

原

淳

著

F
氏
の

時

計

佐

野

洋

著

仮

面

銀

行

本

所

次

郎

著

虹

の

岬

辻

井

喬

著

私

が

写

楽

だ

鷹

羽

十

九

哉

著

長

城

の

風

竹

西

寛

子

著

ハ
ビ
ア
ン
平
家
物
語
夜
話
千
草
子
著

そ
の
夏
の
終
わ
り
に
結
城
五
郎
著

寄
り
道
裏
道
帰
り
道
小
室
隆
之
著

O
線
に
向
か

っ
て

米

谷

ふ

み

子

著

還

ら

ぬ

曲

折

西

村

望

著

い

の

ち

の

声

遠

藤

郁

子

著

み
み
ず
く
の
宙
返
り
五
木
寛
之
著

ど
う
せ
曲
っ
た
人
生
さ
立
川
談
四
楼
著

紺

の

記

憶

飯

田

龍

太

著

都

の

子

江

園

香

織

著

た

い

く

つ

の

美

学

森

毅

著

か
け
が
え
の
な
い
日
々
柳
田
邦
男
著

さ
り
げ
な
く
北
の

街

小

槍

山
博
著

遠
い
白
夜
の
国
で

小
池
政
行
著

南
国
か
つ
お
ま
ぐ
ろ
旅
椎
名
誠
著

戦

艦

武

蔵

の

最

後

塚

田

義

明

著

車

椅

子

の

上

の

夢

張

海

迫

著

西
太
后
二
1
五

高

陽

著

青
い
目
が
ほ
し
い

T
・
モ
リ
ス
ン
著

不
思
議
な
少
年
第
弘
号
M
・
卜
ウ
ェ
イ
ン
著

図

書

館



子
ど
ち
の
人
権
き
守
3
う

毎
年
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
人
権
週

間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

H

人
権
H

と
い
う
も
の
を
再
認
識
し
、
ま
た
、
自

己
の
行
為
に
よ

っ
て
他
人
の
人
権
を
侵

し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み
る
週
間
で

も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、

自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
次
の
五
項

目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

-
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

-
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う

-
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

-
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

子
ど
も
の
い
じ
め
、
体
罰
の
問
題
、

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、
近

所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
人

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
ま
た
は
そ
の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ

ぃ
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

森
本
幸
衛
(
藤
縄
)
⑫

0
8
7
7

山
根
義
徳
(
市
木
)
@
4
6
3
2

亀
井
悦
子
(
大
洲
)
⑫

5
7
3
0

神
山
誇
子
(
上
須
戒
)
⑮
0
9
5
7

稲
田
寅
留
(
野
田
)
⑫
3
6
6
7

西
岡
哲
義
(
宇
津
)
⑮
5
4
2
3

高
岡
政
義
(
五
郎
)
⑫
3
9
7
1

ま
た
、
松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
「
人
権

問
題
に
関
す
る
総
合
十
二
時
間
電
話
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
差
別
問
題
、
児
童
や

生
徒
の
い
じ
め

・
体
罰
問
題
、
家
庭
や

近
隣
関
係
な
ど
人
権
問
題
全
般
に
関
し

て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
六
年
十
二
月
九
日
幽

九
時

1
二
十

一
時

{
電
話
番
号
】
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

)

nυ
1
2
n
u
l
nu
つム
U
PU

-
FU
PD

O

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
防
ち
い
で
す
介

第

一
号
被
保
険
者

・
任
意
加
入
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
、
毎
月
保
険
料
を
納
め

て
い
ま
す
か
。

老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
守
る
た
め

に
も
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

思
わ
ぬ
け
が
や
病
気
に
な
っ
た
り
、
一

家
の
大
黒
柱
を
失

っ
た
り
し
た
と
き
な

ど
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
納
め
ず
に

放
っ
て
お
く
と
、
納
付
期
限
か
ら
二
年

を
た
つ
と
、
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

寂
し
い
老
後
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代
が
お

年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
人
生
八
十
年

時
代
を
迎
え
て
、
自
分
自
身
の
老
後
の

基
盤
を
築
く
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
民
年
金
制
度
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
保
険
料
色
納
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

A
7
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
の
国
民
年
金
」

万
一
事
故
丹
起
こ
つ
だ
円
hr・-

交
通
事
故
無
料
相
談

新
聞
を
み
て
も
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な

た
ノ
明
日
は
我
身
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

あ
り
ま
す
。

「
も
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
ら
」

「
も
し
、
交
通
事
故
の
被
害
者
に
な

っ

たら・・・・
・・:
・」

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
、
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
の

た
め
に
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
被
害
者
、
加
害
者
、
ど
ち
ら
の
場

合
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

{
相
談
時
間
}

月
曜
日

1
金
曜
日
ま
で
の

9
時
加
分
か
ら
四
時
的
分
ま
で

【弁
護
士
相
談
日
】

毎
週
木
曜
日
日
時
か
ら
日
時
ま
で

【場

所

}

松
山
市
花
園
町
一
三
日
本
生
命

松
山
市
駅
前
ピ
ル
六
階

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

※
帯
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

8
0
8
9
9
@
2
3
3
5

あ
巧
た
の
絵
画
決
」

寄
付
レ
で
く
だ
さ
い

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
来
年
四
月
の

開
業
に
あ
わ
せ
て
、
新
病
院
の
待
合
室

や
廊
下
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
の

あ

っ
た
絵
画
を
展
示
す
る
た
め
に
寄
付

の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

十
月
末
現
在
で
約
三
十
点
程
の
申
し
出

を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
展
示

を
予
定
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
・
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
立
大
洲
病
院
ま
で
。
合
⑫

2
1
5
1

10月末までの

大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

f牛 数 214 215 

負傷者 284 289 

死 者 9 4 

(有)内田電気水道設備

合 25-2858
大塚鉄工所

ft 2 5ー o3 0 0 
繍1オクダ言ii:{j楕
ft24-3674 
神南設備

宜~25-4684

神田鉄工所

ft24-4122 
久保鉄工所

告 26ー o5 3 7 
城戸電業社

ft25-2944 
備アサノ設備

ft24-0783 
側土居鉄工所

合 24-4519
佐藤水道庖

含 24-4410
(有)南予水道住設

含 25-1350
浜住設備

ft25-4645 
(有)星 加 水道設備

ft26-0020 
滝田水道庖

ft25-0901 
徳森設備

ft25-4023 
中野管工事工業

ft24-3792 
(有) 丸電工業

ft24-5351 
西田水道庖

ft 2 6ー 0265 
備三原設備

ft24-3783 
淳山水道工事庖

ft24-2583 
(有)い σコ*:.草言交的精
告 24-2216
伊予屋住設

ft24- 2541 
(有)内田電気水道設備

宜~ 2 5ー 28 5 8 

岡福水道工事庖

ft24-3656 
(有)オクダr 言ii: ~蔚

ft24-3674 
大塚鉄工所

ft 2 5ー o3 0 0 
神田鉄工所

ft24-4122 
神南設備

宜~25-4684

城戸電業社

宜~ 2 5ー 29 4 4 

久保鉄工所

定t26-0537
側土居鉄工所

ft24-4519 
備)アサノ設備

ft24-0783 
(有)南予水道住設

ft25-1350 
佐藤水道庖

含 24-4410

12月 3日比)

12月 4日(日)

12月10日仕〕

12月17日仕j

12月11日(日)

12月18日(日)

12月23日後う

12月24日比〕

12月25日(日)

12月28日(水)

12月29日(木)

12月31日仕)

12月30日後3

1月 1日(日)

1月 2日(月)

1月 3日(火)

1月 4日(水)

11 
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4・
相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日

時

ロ

月

8
日
附

叩
時

1
日
時

ロ
月
却
日

ω
日
時

1
5時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日

時

ロ

月

日

日

附

叩

時

1
日
時

場
所
平
野
連
絡
所

日
時
ロ
月
初
日

ω
叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談

毎

週

木
曜
日

O
電
話
相
談

合
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時
間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時

i
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

{
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

広報おおず ，94 

L-ーーーーーー」

日
時
ロ
月
口
日

ω
日
時
l
M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑫
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
市
民
法
律
絹
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日

時

四

月

口

日

回

日

時

l
M
時

場
所
市
民
会
館

一
階
応
接
室

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

ロ

月

5
日
側
、
初
日
例

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
】

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
⑫
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
⑮
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
ロ
月
日
日
附

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

嗣
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
台
⑪
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(ωnhrμ
ぱ

【
定
期
税
務
相
談
】

日

時

ロ

月

9
日
幽

|休|日|急|患|診療|
12月4日 大洲記念病院(徳森)

(日) ft25-2022 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

郷緒小医院(西大洲)

ft24-3936 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

村上医院(常磐町)

ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

久保医院(新谷)

含 25-0158

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

肱川医院(菅田)

ft25-2915 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

町野医院(森山)

ft27-0002 

市立大洲病院(鉄砲町

合24-2 1 5 1 

岡部クリニック(片原町)

ft24-4357 

市立大洲病院(鉄砲町)

霊堂24-2151

12月11日

(日)

12月18日

(日)

12月23日

幽

12月25日

O
主
寸

1
5主
寸

1
4
n目

1
4
H
H

m内場
当容所

大
洲
商
工
会
議
所

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

歯

談

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

ロ
月
1
日
附

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時

1
ロ
時

デ
ィ

ッ
ク
大
洲
庖
日
時
叩
八
刀

l
M
時

科

相

実

施

日

内

容

，

U
月
幻
日
肘

乳

幼

児

歯
科
相
談

受
け
付
け
は
日
時
か
ら
で
す
。

ロ
月
幻
日
附
高
齢
者
歯
科
相
談

歯
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
け
付
け
は
凶
時
か
ら
で
す
。

い
ず
れ
も
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

含
⑪
3
1
6
5

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

.... 
11* 
月谷
27清
日照
(日)
i年
12賀
月状
11版
日画
(日)展

保健センターだより

.乳児健康診断.

12月6日(火) 平成 6年 7月生※
12月8日(木) 平成 5年 5月生
12月15日(木) 平成 3年11月生
12月20日(火) 平成 6年 1月生※
※は肱南、久米、肱北、喜多、平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分
実施場所大洲市保健セ ンタ ー

持参品母子手帳

.乳幼児育児相談。

実 施日 12月13日(火)
該当者肱南、 久米、肱北、 喜

多、平地区の乳幼児

受付時間 9時30分-11時
受付場所大洲市保健センター

持参品母子手帳

.健康相談.

日時 12月14日(水)
9時-12時、 13時-15時

中央公民館

12月22日(木) 10時-12時
13日寺-15日寺

場所大洲市保健センタ ー

.乳幼児の予防接種.

(三種混合予防接種)

12月 9日(盆肱南、久米、喜多地
区の一部(五郎地区)

の人

連絡所管内の人

肱北、 喜多(五郎地

区を除く )、平地区の

人

該当者 次の期間に生まれた人

平成4年 1月1日-12月31日

受付時間 13時30分-14時
場 所大洲市保健センター

持参品予診票、母子手帳、印鑑

※10月に予防接種法の改正があり、
一部実施方法が変更されました。

混雑が予想されますのでなるべ

く該当日にお越しください。

なお、予診票のない人は、あら

かじめ「予防接種と子供の健康」

を読む必要がありますので、保

健センターか各連絡所まで取り

に来てください。

包 24-3ワワ5

場所

日時

12月14日(羽
12月21日(水)

12 

1月1日

(日)

1月2日

間

1月3日

ω 

V

一
枚
の
絵
何
年
カ
レ
ン
ダ
ー
展

ロ
月
日
日
同
l
u
月
お
目
印

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

宮
@
4
1
1
ー
ま
で
。

【珠
算
検
定
試
験
】

試

験

日

平

成

7
年
2
月
四
日
佃

受
付
期
間

ロ

月
四
日
1
1
月
初
日

訂
正

十

一
月
号
九
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

た
、
弁
財
天
の
お
堂
の
天
井
絵
を
描
い

た
「
柳
糸
会
」
の
代
表
者
は
、
天
野
糸

枝
さ
ん
の
誤
ま
り
で
し
た
。
訂
正
の
う

え
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

住民異動届はお早めに/

転入、転出をしたり、 世帯や世帯

主を変更するときは、なるべく早く

市民課で手続きをしてください。こ

れらの届をしておかないと、選挙で

投票ができなかったり、国民年金の

給付や納付に支障をきたす場合があ

りますのでご注意ください。なお、

印鑑を必要とするものもありますの

で、持参してください。
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